
(57)【要約】

【課題】　二段の弁部材を備えた電磁弁において、第２

弁部材のリフトタイミングのばらつきを低減する。

【解決手段】　電磁弁１０の第１接続管１４は燃料タン

ク側と接続し、第２接続管１６はキャニスタ側と接続し

ている。スプリング２８は、可動コア３０および第１弁

部材５０を電磁弁１０の閉弁方向に付勢している。第１

弁部材５０のシャフト５２は、受圧部材７１側の先端に

流量制御部５４を有している。流量制御部５４は、ベロ

ーズ６０の当接部６２がゴム部材７６の突部７６ａに着

座した状態で連通路７２に挿入されており、挿入方向に

向けて先細りに形成されている。受圧部材７１の連通路

７２は、流量制御部５４の挿入方向に向けて先細りに形

成されている。コイル４０への通電をオンすると、流量

制御部５４が連通路７２から抜け出る方向に第１弁部材

５０は移動する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 磁 駆 動 部 と 、
　 前 記 電 磁 駆 動 部 に よ り 往 復 駆 動 さ れ る 第 １ 弁 部 材 と 、
　 第 １ 通 路 と 前 記 第 １ 通 路 の 下 流 側 に 位 置 す る 第 ２ 通 路 と を 連 通 可 能 な 連 通 路 を 有 し 、 前
記 連 通 路 の 上 流 側 の 周 囲 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 弁 部 材 が 着 座 す る こ と に よ り 前 記 連 通 路 が
閉 塞 さ れ る 第 １ 弁 座 を 有 す る 第 ２ 弁 部 材 と 、
　 前 記 第 ２ 弁 部 材 が 着 座 可 能 な 第 ２ 弁 座 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 弁 部 材 が 前 記 第 １ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 前 記 第 ２ 弁 部 材 が 前 記 第 ２ 弁 座 に 着 座
す る と 、 前 記 第 １ 通 路 と 前 記 第 ２ 通 路 と の 連 通 は 遮 断 さ れ 、 前 記 第 １ 弁 部 材 が 前 記 第 １ 弁
座 か ら リ フ ト し た 状 態 で 前 記 第 ２ 弁 部 材 が 前 記 第 ２ 弁 座 に 着 座 す る と 、 前 記 連 通 路 を 介 し
て 前 記 第 １ 通 路 と 前 記 第 ２ 通 路 と は 連 通 し 、 前 記 第 ２ 弁 部 材 が 前 記 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状
態 で 前 記 第 １ 弁 座 か ら 前 記 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト す る と 、 前 記 第 １ 通 路 と 前 記 第 ２ 通 路 と の
差 圧 が 減 少 す る こ と に よ り 前 記 第 ２ 弁 部 材 は 前 記 第 ２ 弁 座 か ら リ フ ト し 、
　 前 記 第 １ 弁 部 材 は 、 前 記 第 １ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 前 記 連 通 路 に 挿 入 さ れ る 流 量 制 御 部
を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ 弁 座 か ら 前 記 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト し て か ら 、 前 記 第 １ 弁 座 に 対 す る 前 記 第 １ 弁
部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 前 記 第 １ 弁 部 材 と 前 記 第 ２ 弁 部 材 と の 間 か ら 前 記 連 通 路
を 通 っ て 流 体 が 流 れ る 開 口 面 積 が 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 弁 座 か ら 前 記 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト す る と 、 前 記 流 量 制 御 部 は 前 記 連 通 路 か ら 抜
け 出 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 量 制 御 部 は 挿 入 方 向 に 向 け て 先 細 り に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 弁 部 材 が 前 記 第
１ 弁 座 か ら リ フ ト し 前 記 流 量 制 御 部 が 前 記 連 通 路 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で 、 前 記 第 １ 弁 座
に 対 す る 前 記 第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 前 記 開 口 面 積 が 増 加 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 流 量 制 御 部 は 挿 入 方 向 に 向 け て 階 段 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 量 制 御 部 は 挿 入 方 向 に 向 け て テ ー パ 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 連 通 路 は 、 前 記 流 量 制 御 部 が 前 記 連 通 路 に 挿 入 さ れ て い る 範 囲 に お い て 前 記 流 量 制
御 部 の 挿 入 方 向 に 向 け て 先 細 り に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 弁 部 材 が 前 記 第 １ 弁 座 か ら リ
フ ト し 前 記 流 量 制 御 部 が 前 記 連 通 路 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で 、 前 記 第 １ 弁 座 に 対 す る 前 記
第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 前 記 開 口 面 積 が 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 連 通 路 は 、 挿 入 方 向 に 向 け て 階 段 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 連 通 路 は 、 挿 入 方 向 に 向 け て テ ー パ 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ 記 載 の 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 記 載 の 電 磁 弁 と 、
　 前 記 第 １ 通 路 と 接 続 す る 燃 料 タ ン ク と 、
　 前 記 第 ２ 通 路 と 接 続 し 、 燃 料 蒸 気 を 吸 着 す る 吸 着 材 を 収 容 し た キ ャ ニ ス タ と 、
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を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 蒸 発 燃 料 処 理 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 別 々 に 作 動 可 能 な 二 段 の 弁 部 材 を 有 す る 電 磁 弁 、 お よ び そ れ を 用 い た 蒸 発 燃
料 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 開 弁 時 に 二 段 の 弁 部 材 が そ れ ぞ れ 順 番 に 作 動 す る こ と に よ り 、 開 弁 時 に 流 体 が 流
れ る 開 口 の 開 口 面 積 が 急 激 に 増 大 す る こ と を 防 止 す る 電 磁 弁 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 二 段 の 弁 部 材 は 、 図 １ ２ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 コ イ ル へ の 通 電 を
オ ン す る こ と に よ り 第 １ 弁 部 材 ４ ０ ０ が 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ か ら リ フ ト し 、 第 ２ 弁 部 材 ４ １
０ に 形 成 し た 連 通 路 ４ １ ２ を 介 し て 下 流 側 の 流 体 通 路 ４ ２ ０ に 流 体 を 流 す 。 次 に 、 第 ２ 弁
部 材 ４ １ ０ の 上 流 側 と 下 流 側 と の 差 圧 が 低 下 す る こ と に よ り 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ が 流 体 通 路
４ ２ ０ の 開 口 側 に 設 け た 弁 座 ４ ２ ２ か ら リ フ ト す る と 、 連 通 路 ４ １ ２ よ り も 開 口 面 積 が 増
加 し て 流 量 が 増 加 す る 。 図 １ ２ の （ Ｂ ） に 示 す 開 口 面 積 は 、 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ が 弁 座 ４ ２
２ か ら リ フ ト す る 前 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ４ ４ １ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ １ ５ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 第 １ 弁 部 材 ４ ０ ０ が 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ か ら リ フ ト し 、 連 通 路 ４ １ ２ を 介
し て 流 体 通 路 ４ ２ ０ に 流 体 が 流 れ る と 、 流 体 通 路 ４ ２ ０ の 下 流 側 に お い て 、 例 え ば 通 路 の
容 積 変 化 に よ り 圧 力 の 反 射 波 が 生 じ 、 図 １ ３ に 示 す よ う に （ 図 １ ３ に お い て 圧 力 ０ は 大 気
圧 を 示 す ） 圧 力 変 動 が 生 じ る こ と が あ る 。 例 え ば 流 体 通 路 ４ ２ ０ の 圧 力 変 動 が 大 き い と 、
所 定 の タ イ ミ ン グ 以 外 で 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ が 弁 座 ４ ２ ２ か ら リ フ ト す る こ と が あ る 。 そ し
て 、 圧 力 変 動 の 圧 力 値 が ば ら つ く こ と に よ り 、 第 ２ 弁 部 材 ４ １ ０ の リ フ ト タ イ ミ ン グ が ば
ら つ く と い う 問 題 が 生 じ る 。 特 許 文 献 １ 、 ２ で は 、 第 ２ 弁 部 材 が リ フ ト す る 前 の 開 口 面 積
は 、 図 １ ２ の （ Ｂ ） と 同 じ よ う な 変 化 を す る た め 、 第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト タ イ ミ ン グ が ば ら
つ く 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 特 許 文 献 １ で は 、 二 段 の 弁 部 材 の う ち 、 前 述 し た 第 ２ 弁 部 材 に 相 当 す る 主 弁 の
一 部 が 通 路 側 に 突 出 す る こ と に よ り 、 主 弁 が リ フ ト す る と き に 開 口 面 積 が 急 激 に 増 加 し て
流 量 が 急 激 に 増 加 す る こ と を 防 止 し 、 圧 力 変 動 が 生 じ る こ と を 防 止 し よ う と し て い る 。 し
か し 、 第 １ 弁 部 材 で あ る パ イ ロ ッ ト 弁 が リ フ ト し た と き に 主 弁 に 形 成 さ れ た パ イ ロ ッ ト 通
路 を 介 し て 下 流 側 に 流 れ る 流 体 に よ り 、 下 流 側 の 流 体 通 路 に 圧 力 変 動 が 生 じ る と 、 第 ２ 弁
部 材 で あ る 主 弁 の リ フ ト タ イ ミ ン グ が ば ら つ く 恐 れ が あ る 。
　 本 発 明 は 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 二 段 の 弁 部 材 を 備 え た 電 磁 弁
に お い て 、 第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト タ イ ミ ン グ の ば ら つ き を 低 減 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 第 ２ 弁 部 材 が 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 、 第 １ 弁 部 材 が
第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し て も 、 第 １ 弁 部 材 の 流 量 制 御 部 が 連 通 路 に 挿 入 さ れ て い る の で 、 第
１ 弁 部 材 と 第 ２ 弁 部 材 と の 間 か ら 連 通 路 を 通 っ て 第 ２ 通 路 に 流 体 が 流 れ る 開 口 面 積 は 連 通
路 の 通 路 面 積 よ り も 小 さ く 、 開 口 面 積 の 増 加 が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 流 量 制 御 部 の 挿
入 さ れ た 連 通 路 か ら 下 流 側 の 第 ２ 通 路 に 流 れ る 流 体 流 量 が 制 限 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ 弁 座
に 対 す る 第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 開 口 面 積 が 増 加 し 、 流 量 が 増 加 す る 。 こ
の よ う に 、 第 ２ 弁 部 材 が 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 第 １ 弁 部 材 か ら 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト し
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た と き に 、 流 れ 始 め る 流 体 の 流 量 増 加 を 抑 制 す る の で 、 流 体 通 路 に 生 じ る 圧 力 変 動 が 低 減
す る 。 し た が っ て 、 圧 力 変 動 に よ り 第 ２ 弁 部 材 が 第 ２ 弁 座 か ら リ フ ト す る タ イ ミ ン グ が ば
ら つ く こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 第 １ 弁 座 に 対 し て 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト す る と 、 流 量 制 御
部 は 連 通 路 か ら 抜 け 出 る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 流 量 制 御 部 が 連 通 路 か ら 抜 け 出 る と 開 口 面
積 が 増 加 す る の で 、 簡 単 な 構 成 で 開 口 面 積 を 増 加 で き る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 流 量 制 御 部 は 挿 入 方 向 に 向 け て 先 細 り に 形 成 さ れ て お り
、 第 １ 弁 部 材 が 第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し 流 量 制 御 部 が 連 通 路 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で 、 第 １
弁 座 に 対 す る 第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 開 口 面 積 が 増 加 す る 。 こ の 構 成 に よ
れ ば 、 第 ２ 弁 部 材 が 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 、 第 １ 弁 部 材 が 第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し 第 １
弁 部 材 の 流 量 制 御 部 が 連 通 路 を 移 動 し て い る 間 に 、 開 口 面 積 が 増 加 す る 。 し た が っ て 、 流
量 制 御 部 の 形 状 に よ り 開 口 面 積 の 増 加 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ お よ び ５ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 流 量 制 御 部 は 挿 入 方 向 に 向 け て 階 段 状 ま た は テ
ー パ 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ 弁 部 材 が 第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し 第 １ 弁 部 材 の
流 量 制 御 部 が 連 通 路 を 移 動 し て い る 間 に 、 連 通 路 を 介 し て 第 １ 通 路 か ら 第 ２ 通 路 に 流 れ る
流 量 が 滑 ら か に 増 加 す る 。 し た が っ て 、 流 体 通 路 に 発 生 す る 圧 力 変 動 が 低 減 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 第 ２ 弁 部 材 の 連 通 路 は 、 流 量 制 御 部 の 挿 入 方 向 に 向 け て
先 細 り に 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 弁 部 材 が 第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し 流 量 制 御 部 が 連 通 路 に 挿 入
さ れ て い る 状 態 で 、 第 １ 弁 座 に 対 す る 第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 量 が 大 き く な る と 、 開 口 面 積 が
増 加 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ 弁 部 材 が 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で 、 第 １ 弁 部 材 が 第
１ 弁 座 か ら リ フ ト し 第 １ 弁 部 材 の 流 量 制 御 部 が 連 通 路 を 移 動 し て い る 間 に 、 開 口 面 積 が 増
加 す る 。 し た が っ て 、 連 通 路 の 形 状 に よ り 開 口 面 積 の 増 加 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ７ お よ び ８ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 通 路 は 、 流 量 制 御 部 の 挿 入 方 向 に 向 け て 階 段
状 ま た は テ ー パ 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ 弁 部 材 が 第 １ 弁 座 か ら リ フ ト し 第
１ 弁 部 材 の 流 量 制 御 部 が 連 通 路 を 移 動 し て い る 間 に 、 連 通 路 を 介 し て 第 １ 通 路 と 第 ２ 通 路
と の 間 を 流 れ る 流 量 が 滑 ら か に 増 加 す る 。 し た が っ て 、 流 体 通 路 に 発 生 す る 圧 力 変 動 が 低
減 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 蒸 発 燃 料 処 理 シ ス テ ム で は 、 燃 料 タ ン ク に 給 油 す る と き 、 燃 料 タ ン ク か ら 蒸
発 燃 料 が 外 気 に 放 出 さ れ な い よ う に 、 燃 料 タ ン ク と キ ャ ニ ス タ と の 間 に 設 置 し た 電 磁 弁 を
開 弁 し て 燃 料 タ ン ク 内 の 蒸 発 燃 料 を キ ャ ニ ス タ 側 に 流 し 、 燃 料 給 油 口 の キ ャ ッ プ が 開 か れ
る 前 に 燃 料 タ ン ク 内 の 圧 力 を 大 気 圧 ま で 低 下 さ せ る こ と が 行 わ れ る 。 し か し 、 電 磁 弁 を 開
弁 し た と き に 、 キ ャ ニ ス タ 側 に 流 れ る 蒸 発 燃 料 量 が 急 激 に 増 加 す る と 、 キ ャ ニ ス タ が 蒸 発
燃 料 の 一 部 を 吸 着 で き ず 、 蒸 発 燃 料 が キ ャ ニ ス タ か ら 外 気 に 放 出 さ れ る 恐 れ が あ る 。 ま た
、 燃 料 タ ン ク か ら 電 磁 弁 を 通 り キ ャ ニ ス タ 側 に 流 れ る 蒸 発 燃 料 量 の 流 量 が 少 な い と 、 燃 料
タ ン ク の 圧 力 が 大 気 圧 ま で 低 下 す る 前 に 燃 料 給 油 口 の キ ャ ッ プ が 開 か れ 、 燃 料 タ ン ク か ら
蒸 発 燃 料 が 外 気 に 放 出 さ れ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 前 述 し た 特 許 文 献 １ 、 ２ の よ う に 、 開 弁 時 に 二 段 の 弁 部 材 を 異 な る タ イ ミ ン グ で
リ フ ト さ せ る こ と に よ り 、 キ ャ ニ ス タ 側 に 流 れ る 蒸 発 燃 料 量 を 調 整 す る こ と が 考 え ら れ る
。 し か し な が ら 、 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト し た と き に 流 れ る 流 量 に よ り 、 流 体 通 路 に 圧 力 変 動
が 生 じ る と 、 第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト タ イ ミ ン グ が ば ら つ く 恐 れ が あ る 。 第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト
タ イ ミ ン グ が 早 く な る と 、 キ ャ ニ ス タ に 流 れ る 蒸 発 燃 料 量 が 多 す ぎ て 蒸 発 燃 料 の 一 部 を キ
ャ ニ ス タ が 吸 着 で き ず 、 蒸 発 燃 料 が キ ャ ニ ス タ か ら 外 気 に 排 出 さ れ る 恐 れ が あ る 。 ま た 、
第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト タ イ ミ ン グ が 遅 く な る と 、 燃 料 タ ン ク 内 の 圧 力 が 大 気 圧 ま で 低 下 す る
前 に 燃 料 給 油 口 の キ ャ ッ プ が 開 か れ 、 燃 料 タ ン ク か ら 蒸 発 燃 料 が 外 気 に 放 出 さ れ る 恐 れ が
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あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 蒸 発 燃 料 処 理 シ ス テ ム に お い て 、 請 求 項 １ か ら ８
の い ず れ か 一 項 記 載 の 電 磁 弁 を 燃 料 タ ン ク と キ ャ ニ ス タ と の 間 に 設 置 し て い る の で 、 電 磁
弁 を 開 弁 し た と き に 、 第 ２ 弁 部 材 の リ フ ト タ イ ミ ン グ が ば ら つ く こ と を 防 止 す る 。 そ の 結
果 、 所 定 時 間 で 燃 料 タ ン ク 内 の 圧 力 が 大 気 圧 ま で 低 下 す る の で 、 キ ャ ニ ス タ か ら 外 気 に 蒸
発 燃 料 が 排 出 さ れ る こ と を 防 止 す る と と も に 、 燃 料 タ ン ク か ら 外 気 に 蒸 発 燃 料 が 排 出 さ れ
る こ と を 防 止 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 電 磁 弁 を 用 い た 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム を 図 ２ に 示 す 。 蒸 発
燃 料 処 理 シ ス テ ム の 一 種 で あ る 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム は 、 例 え ば 、 車 両 の 運 転 状 態 に 応
じ て 、 電 気 モ ー タ ま た は 内 燃 機 関 の い ず れ か を 選 択 し て 走 行 す る 所 謂 ハ イ ブ リ ッ ド エ ン ジ
ン を 搭 載 す る 車 両 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ と キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ と を 配 管 ３ ５ ０ が 接 続 し て い る 。 電 磁 弁 １ ０ は 配
管 ３ ５ ０ 中 に 設 置 さ れ て い る 。 キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ に は 蒸 発 燃 料 を 吸 着 す る 吸 着 材 ３ １ ２ が
収 容 さ れ て い る 。 電 磁 弁 ３ １ ４ が 開 弁 す る と 、 キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ は 配 管 ３ ５ ２ を 介 し 大 気
開 放 さ れ る 。 電 磁 弁 ３ １ ４ の 大 気 解 放 側 に は フ ィ ル タ ３ １ ６ が 設 置 さ れ て い る 。 キ ャ ニ ス
タ ３ １ ０ は 配 管 ３ ５ ４ を 介 し て 吸 気 管 ３ ３ ０ と 接 続 し て い る 。 ス ロ ッ ト ル 弁 ３ ３ ２ の 下 流
に 発 生 す る 負 圧 に よ り キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 を 吸 気 管 ３ ３ ０ 内 に 排 出 す
る と き は 、 配 管 ３ ５ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る パ ー ジ 弁 ３ ２ ０ 、 電 磁 弁 ３ １ ４ を 開 弁 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム で は 、 車 両 が 電 気 モ ー タ で 走 行 中 は 吸 気 管 ３ ３ ０ 内 に 負 圧 が 発
生 し な い の で 、 キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ が 吸 着 し た 蒸 発 燃 料 を 吸 気 管 ３ ３ ０ 内 に 排 出 で き な い 。
し た が っ て 、 キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ の 吸 着 材 ３ １ ２ が 蒸 発 燃 料 を 吸 着 し す ぎ て オ ー バ ー フ ロ ー
す る こ と を 防 止 す る た め に 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ と キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ と の 間 に 設 置 し た 電 磁
弁 １ ０ を 閉 弁 し 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ を 密 封 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム で は 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ に 燃 料 を 給 油 す る と き 、 開 口 ス
イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） 等 が 設 け ら れ た 給 油 口 開 口 レ バ ー （ 図 示 せ ず ） を 運 転 者 が 操 作 す る こ
と で 、 図 示 し な い エ ン ジ ン 制 御 装 置 （ Ｅ Ｃ Ｕ ） に 開 口 信 号 が 入 力 さ れ 、 開 口 信 号 を 受 け た
Ｅ Ｃ Ｕ は 電 磁 弁 １ ０ を 開 弁 す る 。 こ れ に よ り 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ と キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ と を
接 続 す る 配 管 ３ ５ ０ が 連 通 す る の で 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ の 圧 力 を 大 気 ま で 低 下 で き 、 燃 料
給 油 口 の キ ャ ッ プ ３ ０ ２ を 開 口 し て も 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ か ら 燃 料 給 油 口 を 通 し て 蒸 発 燃
料 が 外 気 に 放 出 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 電 磁 弁 １ ０ の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す 電 磁 弁 １ ０ は 、 ス テ ー １ ２ に よ り エ ン ジ ン ル ー ム 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
電 磁 弁 １ ０ の 第 １ 接 続 管 １ ４ は 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ 側 と 接 続 し 、 第 ２ 接 続 管 １ ６ は キ ャ ニ ス
タ ３ １ ０ 側 と 接 続 し て い る 。 電 磁 弁 １ ０ が 開 弁 す る と 、 第 １ 接 続 管 １ ４ の 第 １ 通 路 １ ０ ０
と 第 ２ 接 続 管 １ ６ の 第 ２ 通 路 １ ０ ２ と が 連 通 す る 。 第 ２ 接 続 管 １ ６ の キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ と
反 対 側 の 端 部 開 口 に 第 ２ 弁 座 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 磁 駆 動 部 ２ ０ は 、 固 定 コ ア ２ １ 、 ス プ リ ン グ ２ ８ 、 可 動 コ ア ３ ０ 、 コ イ ル ４ ０ を 有 し
て い る 。 固 定 コ ア ２ １ は 、 可 動 コ ア ３ ０ を 往 復 移 動 自 在 に 収 容 す る 収 容 部 ２ ２ と 、 可 動 コ
ア ３ ０ と の 間 に 磁 気 吸 引 力 を 発 生 す る 吸 引 部 ２ ３ と を 有 し て い る 。 固 定 コ ア ２ １ は 、 収 容
部 ２ ２ と 吸 引 部 ２ ３ と の 間 の 磁 気 的 な 短 絡 を 防 止 す る た め 、 収 容 部 ２ ２ と 吸 引 部 ２ ３ と の
間 に 設 け た 薄 肉 部 に よ り 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 固 定 コ ア ２ １ 内 に は 係 止 部 材 ２ ４ が 設
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置 さ れ て お り 、 係 止 部 材 ２ ４ に は ゴ ム 製 の ス ト ッ パ ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス プ リ ン グ ２ ８ の 一 端 は 係 止 部 材 ２ ４ に 係 止 さ れ 、 ス プ リ ン グ ２ ８ の 他 端 は 可 動 コ ア ３
０ に 係 止 さ れ て い る 。 ス プ リ ン グ ２ ８ は 、 可 動 コ ア ３ ０ お よ び 第 １ 弁 部 材 ５ ０ を 電 磁 弁 １
０ の 閉 弁 方 向 に 付 勢 し て い る 。 ス プ リ ン グ ２ ８ の 付 勢 力 は 、 コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 オ フ 中 に
お い て 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ の 圧 力 が 負 圧 に な っ て も 第 １ 弁 部 材 ５ ０ が リ フ ト し な い 値 に 設
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ボ ビ ン ４ ２ に 巻 回 さ れ た コ イ ル ４ ０ は 固 定 コ ア ２ １ の 外 周 を 覆 っ て い る 。 タ ー ミ ナ ル ４
４ は コ イ ル ４ ０ と 電 気 的 に 接 続 し て お り 、 コ イ ル ４ ０ に 駆 動 電 流 を 供 給 す る 。 ヨ ー ク ４ ６
は 、 固 定 コ ア ２ １ の 収 容 部 ２ ２ と 吸 引 部 ２ ３ と を コ イ ル ４ ０ の 外 周 を 通 っ て 磁 気 的 に 接 続
し て い る 。
　 第 １ 弁 部 材 ５ ０ は 、 シ ャ フ ト ５ ２ と ベ ロ ー ズ ６ ０ と を 有 し て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、
シ ャ フ ト ５ ２ と ベ ロ ー ズ ６ ０ と は ワ ッ シ ャ ６ ８ に よ り 結 合 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト ５ ２ は 、
受 圧 部 材 ７ １ 側 の 先 端 に 流 量 制 御 部 ５ ４ を 有 し て い る 。 流 量 制 御 部 ５ ４ は 、 ベ ロ ー ズ ６ ０
の 当 接 部 ６ ２ が ゴ ム 部 材 ７ ６ の 突 部 ７ ６ ａ に 着 座 し た 状 態 で 、 連 通 路 ７ ２ に 挿 入 さ れ て い
る 。 流 量 制 御 部 ５ ４ は 、 挿 入 方 向 に 向 け て 先 細 り に 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 方 向 側 か ら 小 径
部 ５ ５ 、 小 径 部 ５ ５ よ り も 大 径 の 大 径 部 ５ ６ を こ の 順 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ 弁 部 材 ７ ０ は 、 受 圧 部 材 ７ １ お よ び ゴ ム 部 材 ７ ６ を 有 し て お り 、 第 １ 弁 部 材 ５ ０ に
対 し 可 動 コ ア ３ ０ と 反 対 側 に 設 置 さ れ て い る 。 受 圧 部 材 ７ １ に は 、 中 央 部 を 貫 通 す る 連 通
路 ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 連 通 路 ７ ２ は 、 流 量 制 御 部 ５ ４ の 挿 入 方 向 に 向 け て 先 細 り に 形
成 さ れ て お り 、 第 ２ 通 路 １ ０ ２ 側 か ら 小 径 部 ７ ３ 、 小 径 部 ７ ３ よ り も 通 路 径 の 大 き な 大 径
部 ７ ４ を こ の 順 に 有 し て い る 。 ゴ ム 部 材 ７ ６ は 、 受 圧 部 材 ７ １ の 第 １ 弁 部 材 ５ ０ 側 に 突 出
す る 突 部 ７ ６ ａ 、 な ら び に 受 圧 部 材 ７ １ の 第 ２ 弁 座 １ ７ 側 に 突 出 す る 突 部 ７ ６ ｂ を 有 し て
い る 。 突 部 ７ ６ ａ 、 ７ ６ ｂ は 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 弁 部 材 ５ ０ は 、 ス プ リ ン グ ２ ８ の 付 勢 力 に よ り 受 圧 部 材 ７ １ に 向 け て 付 勢 さ れ て お
り 、 ゴ ム 部 材 ７ ６ の 第 １ 弁 座 で あ る 突 部 ７ ６ ａ に ベ ロ ー ズ ６ ０ の 当 接 部 ６ ２ が 着 座 可 能 で
あ る 。 ベ ロ ー ズ ６ ０ の 当 接 部 ６ ２ が 突 部 ７ ６ ａ に 着 座 す る と 連 通 路 ７ ２ は 閉 塞 さ れ る 。 第
２ 付 勢 部 材 で あ る ス プ リ ン グ ７ ８ は 、 第 １ 弁 部 材 ５ ０ に 向 け て 受 圧 部 材 ７ １ を 付 勢 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 電 磁 弁 １ ０ の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。
（ １ ） コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 オ フ
　 第 １ 弁 部 材 ５ ０ は ス プ リ ン グ ２ ８ の 付 勢 力 に よ り 図 １ の 矢 印 Ｂ 方 向 に 付 勢 さ れ て い る の
で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 オ フ 中 、 ベ ロ ー ズ ６ ０ の 当 接 部 ６ ２ は ゴ ム 部
材 ７ ６ の 突 部 ７ ６ ａ に 着 座 し て い る と と も に 、 ゴ ム 部 材 ７ ６ の 突 部 ７ ６ ｂ は 第 ２ 弁 座 １ ７
に 着 座 し て い る 。 こ れ に よ り 、 連 通 路 ７ ２ は 閉 塞 さ れ 、 第 １ 通 路 １ ０ ０ と 第 ２ 通 路 １ ０ ２
と の 連 通 は 遮 断 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ２ ） コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 オ ン
　 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム で は 、 電 磁 弁 １ ０ へ の 通 電 オ ン は 、 特 に 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ に 燃
料 を 給 油 す る と き で あ る 。
　 コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 を オ ン す る と 、 ス プ リ ン グ ２ ８ の 付 勢 力 に 抗 し て 可 動 コ ア ３ ０ が 固
定 コ ア ２ １ の 吸 引 部 ２ ３ に 吸 引 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 可 動 コ
ア ３ ０ と と も に 第 １ 弁 部 材 ５ ０ が 図 １ の 矢 印 Ａ 方 向 に 移 動 し 、 ベ ロ ー ズ ６ ０ の 当 接 部 ６ ２
が 突 部 ７ ６ ａ か ら リ フ ト す る 。 す る と 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ 内 の 蒸 発 燃 料 は 、 第 １ 通 路 １ ０
０ 、 シ ャ フ ト ５ ２ と 受 圧 部 材 ７ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 開 口 、 連 通 路 ７ ２ 、 第 ２ 通 路 １ ０ ２
を 通 り キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ 側 に 流 れ る 。 図 ４ の （ Ａ ） に 示 す 第 １ 弁 部 材 ５ ０ の リ フ ト 初 期 の
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段 階 で は 、 流 量 制 御 部 ５ ４ の 小 径 部 ５ ５ と 連 通 路 ７ ２ の 小 径 部 ７ ３ と に よ り 、 第 １ 通 路 １
０ ０ か ら 連 通 路 ７ ２ を 通 り 第 ２ 通 路 １ ０ ２ に 蒸 発 燃 料 が 流 れ る 流 体 通 路 の 開 口 面 積 が 決 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 弁 部 材 ５ ０ が さ ら に 図 １ の 矢 印 Ａ 方 向 に 移 動 し 可 動 コ ア ３ ０ が ス ト ッ パ ２ ６ に 係 止
さ れ る と 、 図 ４ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 流 量 制 御 部 ５ ４ の 小 径 部 ５ ５ が 連 通 路 ７ ２ の 小 径
部 ７ ３ か ら 抜 け 、 連 通 路 ７ ２ の 大 径 部 ７ ４ に 移 動 す る 。 つ ま り 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 弁 部
材 ５ ０ が 最 大 リ フ ト し て も 、 流 量 制 御 部 ５ ４ は 連 通 路 ７ ２ に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で
は 、 流 量 制 御 部 ５ ４ の 大 径 部 ５ ６ と 連 通 路 ７ ２ の 大 径 部 ７ ４ と に よ り 、 第 １ 通 路 １ ０ ０ か
ら 連 通 路 ７ ２ を 通 り 第 ２ 通 路 １ ０ ２ に 蒸 発 燃 料 が 流 れ る 流 体 通 路 の 開 口 面 積 が 決 定 さ れ る
。 そ の 結 果 、 図 ４ の （ Ａ ） に 比 べ て 開 口 面 積 は 増 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ の （ Ｂ ） に 示 す 状 態 で 第 １ 通 路 １ ０ ０ か ら 連 通 路 ７ ２ を 通 り 第 ２ 通 路 １ ０ ２ に 蒸 発
燃 料 が 流 れ る と 、 第 １ 通 路 １ ０ ０ 側 と 第 ２ 通 路 １ ０ ２ 側 の 圧 力 と の 差 圧 、 つ ま り 燃 料 タ ン
ク ３ ０ ０ 側 と キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ 側 と の 差 圧 が 低 下 し 、 第 ２ 弁 部 材 ７ ０ が 第 ２ 弁 座 １ ７ に 向
け て 受 け る 力 が 低 下 す る 。 す る と 、 ス プ リ ン グ ７ ８ の 付 勢 力 に よ り 第 ２ 弁 部 材 ７ ０ は 第 ２
弁 座 １ ７ か ら リ フ ト し 、 第 １ 弁 部 材 ５ ０ に 向 け て 移 動 す る 。 そ し て 、 図 ４ の （ Ｃ ） に 示 す
よ う に 、 ベ ロ ー ズ ６ ０ の 当 接 部 ６ ２ と 突 部 ７ ６ ａ と が 当 接 す る 。 す る と 、 連 通 路 ７ ２ を 通
ら ず 第 １ 通 路 １ ０ ０ か ら 第 ２ 通 路 １ ０ ２ に 蒸 発 燃 料 が 直 接 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 を オ ン し て か ら 、 図 ５ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ
う に シ ャ フ ト ５ ２ が 移 動 す る こ と に よ り 、 突 部 ７ ６ ａ が 第 ２ 弁 座 １ ７ に 着 座 し た 状 態 で 、
シ ャ フ ト ５ ２ の 流 量 制 御 部 ５ ４ と 連 通 路 ７ ２ と の 間 で 形 成 さ れ る 開 口 面 積 が 図 ５ の （ Ｃ ）
に 示 す よ う に 、 Ａ 段 階 か ら Ｂ 段 階 に 移 行 し て 増 加 す る 。 つ ま り 、 コ イ ル ４ ０ へ の 通 電 を オ
ン し 、 第 １ 弁 部 材 ５ ０ が 突 部 ７ ６ ａ か ら リ フ ト し た 初 期 の Ａ 段 階 に お い て 、 開 口 面 積 の 増
加 を 抑 制 し て か ら 、 Ｂ 段 階 に 移 行 し て 開 口 面 積 を 増 加 す る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 弁 部 材 ７ ０ が
第 ２ 弁 座 １ ７ に 着 座 し た 状 態 で 、 第 １ 通 路 １ ０ ０ か ら 連 通 路 ７ ２ を 通 り 第 ２ 通 路 １ ０ ２ に
流 れ る 蒸 発 燃 料 量 が 急 激 に 増 加 す る こ と を 防 止 す る の で 、 キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ 側 か ら 電 磁 弁
１ ０ に 向 け て 反 射 す る 圧 力 波 に よ り 第 ２ 通 路 １ ０ ２ 側 で 発 生 す る 圧 力 変 動 が 、 図 ６ に 示 す
よ う に 低 下 す る 。 し た が っ て 、 第 ２ 通 路 １ ０ ２ の 圧 力 変 動 に よ り 、 第 ２ 弁 部 材 ７ ０ が 第 ２
弁 座 １ ７ か ら リ フ ト す る タ イ ミ ン グ が ば ら つ く こ と を 防 止 し 、 一 定 の タ イ ミ ン グ で 第 ２ 弁
部 材 ７ ０ が 第 ２ 弁 座 １ ７ か ら リ フ ト す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 （ 変 形 形 態 １ ）
　 本 実 施 形 態 の 変 形 形 態 １ を 図 ７ に 示 す 。 シ ャ フ ト ２ ０ ０ お よ び 受 圧 部 材 ２ １ ０ の 構 成 以
外 は 、 実 質 的 に 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 で あ る 。
　 図 ７ に 示 す 変 形 形 態 １ で は 、 第 １ 弁 部 材 で あ る シ ャ フ ト ２ ０ ０ の 流 量 制 御 部 ２ ０ ２ は 同
一 径 で あ り 、 第 ２ 弁 部 材 で あ る 受 圧 部 材 ２ １ ０ の 連 通 路 ２ １ ２ の 通 路 径 も 同 一 で あ る 。 変
形 形 態 １ で は 、 図 ７ の （ Ａ ） に 示 す シ ャ フ ト ２ ０ ０ の 流 量 制 御 部 ２ ０ ２ が 連 通 路 ２ １ ２ に
挿 入 さ れ て い る 状 態 か ら 、 図 ７ の （ Ｂ ） に 示 す シ ャ フ ト ２ ０ ０ の 流 量 制 御 部 ２ ０ ２ が 連 通
路 ２ １ ２ か ら 抜 け 出 る こ と に よ り 、 図 ７ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 開 口 面 積 が 階 段 状 に 増 加
す る 。 そ し て 、 燃 料 タ ン ク ３ ０ ０ 側 と キ ャ ニ ス タ ３ １ ０ 側 と の 差 圧 が 減 少 す る と 、 受 圧 部
材 ２ １ ０ が リ フ ト し 、 蒸 発 燃 料 の 流 量 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 （ 変 形 形 態 ２ 、 ３ ）
　 本 実 施 形 態 の 変 形 形 態 ２ 、 ３ を 図 ８ 、 図 ９ に 示 す 。 尚 、 変 形 形 態 １ と 実 質 的 に 同 一 構 成
部 分 に は 同 一 符 号 を 付 す 。
　 図 ８ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す 変 形 形 態 ２ で は 、 第 １ 弁 部 材 で あ る シ ャ フ ト ２ ２ ０ の 流 量
制 御 部 ２ ２ ２ は 、 連 通 路 ２ １ ２ へ の 挿 入 方 向 に 向 け て ３ 段 の 階 段 状 に 先 細 り に 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 図 ９ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す 変 形 形 態 ３ で は 、 流 量 制 御 部 ２ ０ ２ の 挿 入 方 向
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に 向 け て 、 第 ２ 弁 部 材 で あ る 受 圧 部 材 ２ ３ ０ の 連 通 路 ２ ３ ２ が ３ 段 の 階 段 状 に 先 細 り に 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 変 形 形 態 ２ 、 ３ で は こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 受 圧 部 材 ２ １ ０ ま た は 受 圧
部 材 ２ ３ ０ が 第 ２ 弁 座 １ ７ に 着 座 し た 状 態 で 、 シ ャ フ ト ２ ２ ０ ま た は シ ャ フ ト ２ ０ ０ が リ
フ ト す る こ と に よ り 、 図 ９ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 流 量 制 御 部 ２ ２ ２ 、 ２ ０ ２ が 連 通 路 ２
１ ２ 、 ２ ３ ２ か ら 抜 け 出 る ま で に 開 口 面 積 が 階 段 状 に 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 （ 変 形 形 態 ４ 、 ５ ）
　 本 実 施 形 態 の 変 形 形 態 ４ 、 ５ を 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す 。 尚 、 変 形 形 態 １ と 実 質 的 に 同 一
構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 す 。
　 図 １ ０ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す 変 形 形 態 ４ で は 、 第 １ 弁 部 材 で あ る シ ャ フ ト ２ ４ ０ の 流
量 制 御 部 ２ ４ ２ は 、 連 通 路 ２ １ ２ へ の 挿 入 方 向 に 向 け て テ ー パ 状 の 先 細 り に 形 成 さ れ て い
る 。 ま た 、 図 １ １ の （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す 変 形 形 態 ５ で は 、 流 量 制 御 部 ２ ０ ２ の 挿 入 方 向
に 向 け て 、 第 ２ 弁 部 材 で あ る 受 圧 部 材 ２ ５ ０ の 連 通 路 ２ ５ ２ が テ ー パ 状 の 先 細 り に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 変 形 形 態 ４ 、 ５ で は こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 受 圧 部 材 ２ １ ０ ま た は 受 圧
部 材 ２ ５ ０ が 第 ２ 弁 座 １ ７ に 着 座 し た 状 態 で 、 シ ャ フ ト ２ ４ ０ ま た は シ ャ フ ト ２ ０ ０ が リ
フ ト す る こ と に よ り 、 図 １ １ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 流 量 制 御 部 ２ ４ ２ 、 ２ ０ ２ が 連 通 路
２ １ ２ 、 ２ ５ ２ か ら 抜 け 出 る ま で に 開 口 面 積 が 滑 ら か に 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 変 形 形 態 を 含 む 上 記 実 施 形 態 に お け る シ ャ フ ト の 流 量 制 御 部 お よ び 受 圧 部 材 の 連 通 路 の
形 状 は 上 記 形 状 に 限 る も の で は な く 、 第 １ 弁 部 材 の リ フ ト 初 期 の 段 階 に お い て 開 口 面 積 の
増 加 を 抑 止 し 、 リ フ ト 量 が 大 き く な る と 開 口 面 積 が 増 加 す る の で あ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 に
お け る シ ャ フ ト の 流 量 制 御 部 と 受 圧 部 材 の 連 通 路 の 形 状 と を 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 変 形 形 態 ２ か ら 変 形 形 態 ５ で は 、 シ ャ フ ト が リ フ ト す る と 、 シ ャ フ ト の 流 量 制 御 部
は 受 圧 部 材 の 連 通 路 か ら 抜 け 出 た が 、 変 形 形 態 ２ か ら 変 形 形 態 ５ に お い て 、 受 圧 部 材 が 第
２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で シ ャ フ ト が 最 大 リ フ ト し て も 、 流 量 制 御 部 が 連 通 路 に 挿 入 さ れ た
状 態 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に も 、 受 圧 部 材 が 第 ２ 弁 座 に 着 座 し た 状 態 で シ ャ フ ト が リ
フ ト す る と 、 リ フ ト 初 期 の 段 階 で は 開 口 面 積 の 増 加 を 抑 制 し 、 リ フ ト 量 が 大 き く な る と 開
口 面 積 が 増 加 す る 。
　 本 実 施 形 態 で は 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム に 本 発 明 の 電 磁 弁 を 用 い た が 、 二 段 の 弁 部 材 を
作 動 さ せ る 電 磁 弁 に お い て 、 第 １ 弁 部 材 が リ フ ト し て か ら 第 ２ 弁 部 材 が リ フ ト す る タ イ ミ
ン グ の ば ら つ き を 防 止 し た い の で あ れ ば 、 ど の よ う な 用 途 に 本 発 明 の 電 磁 弁 を 用 い て も よ
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 電 磁 弁 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 電 磁 弁 を 燃 料 タ ン ク 密 封 シ ス テ ム に 用 い た 一 例 を 示 す シ ス テ ム 構 成
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に よ る 電 磁 弁 の 第 １ 弁 部 材 お よ び 第 ２ 弁 部 材 の 周 囲 を 示 す 拡 大 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 燃 料 タ ン ク 側 と キ ャ ニ ス タ 側 と の 連 通 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ Ａ ） は コ イ ル
へ の 通 電 を オ ン し た シ ャ フ ト の リ フ ト 初 期 の 状 態 、 （ Ｂ ） は シ ャ フ ト が さ ら に リ フ ト し た
状 態 、 （ Ｃ ） は 受 圧 部 材 も リ フ ト し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は コ イ ル へ
の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の キ ャ ニ ス タ 側 の 圧 力 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 変 形 形 態 １ に よ る シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、
（ Ｃ ） は コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 変 形 形 態 ２ に よ る シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、
（ Ｅ ） は コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 変 形 形 態 ３ に よ る シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、
（ Ｃ ） は コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 変 形 形 態 ４ に よ る シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り
、 （ Ｅ ） は コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 変 形 形 態 ５ に よ る シ ャ フ ト の リ フ ト 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ り
、 （ Ｃ ） は コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 （ Ａ ） は 従 来 の 二 段 式 の 電 磁 弁 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は コ イ ル へ の 通 電
開 始 後 の コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 開 口 面 積 の 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 二 段 の 弁 部 材 を 有 す る 電 磁 弁 に お い て 、 コ イ ル へ の 通 電 開 始 後 の 通 路 の
圧 力 変 化 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ 　 電 磁 弁 、 ２ ０ 　 電 磁 駆 動 部 、 ２ １ 　 固 定 コ ア 、 ３ ０ 　 可 動 コ ア 、 ４ ０ 　 コ イ ル 、
５ ０ 　 第 １ 弁 部 材 、 ５ １ 、 ２ ０ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ４ ０ 　 シ ャ フ ト （ 第 １ 弁 部 材 ） 、 ５ ４ 、 ２
０ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ２ ４ ２ 　 流 量 制 御 部 、 ６ ０ 　 ベ ロ ー ズ （ 第 １ 弁 部 材 ） 、 ７ ０ 、 ２ １ ０ 、 ２
３ ０ 、 ２ ５ ０ 　 受 圧 部 材 （ 第 ２ 弁 部 材 ） 、 ７ ２ 、 ２ １ ２ 、 ２ ３ ２ 、 ２ ５ ２ 　 連 通 路 、 ７ ４
　 ゴ ム 部 材 （ 第 １ 弁 座 ） 、 １ ０ ０ 　 第 １ 通 路 、 １ ０ ２ 　 第 ２ 通 路 、 ３ ０ ０ 　 燃 料 タ ン ク 、
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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